
１．概要
（１）実施環境

屋内型大型スタジアム 直径 212m
（２）対象エリア

ドーム内座席数 37,000席
年間 約60～70試合（プロ野球） 主催試合
その他、各種イベント開催

（３）場所
福岡市中央区

（４）帯域 送信ｃｈ、送信電力
5.7M(1seg+null 12seg)  15ch 50mW  3.8mW / seg

２．実験検証項目
「スタジアム独自の映像コンテンツ、スコア、選手成績等の配信」
（ライブ配信、ｔｗｉｔｔｅｒ連携、クーポン配信、アンケート実施）
有効アンケート数 各試合 観客実数の 約1％

３．実施日
2011年8月25日、9月7～9日

ユースケース：屋内型大型スタジアム
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大項目 中項目 概算費用 備考

構築 システム設計、構築 - 個別対応

構築 コンテンツ送出設備 300万円～ 映像変換機、BML変換ほか既存設備に依存

構築 無線設備 100万円～ 技適送信機１台、アンテナ（工事費除く）

構築 免許取得 （不要） 実験試験局の場合 取得費用 100万～

運用 無線従事者 （不要） 実験試験局の場合 要無線従事者

運用 設備保守 - 個別

運用 コンテンツ制作 ※１ １試合10万～ 日割、月額、年間など契約形態による

運用 サービス運営 - 運営形態による

概算費用（技適として制度化された場合を想定）

※１
３万人以上収容規模のプロ野球で
配信ＰＦを使ったコンテンツ自動制作の場合
映像、BMLのメニユーにより費用は様々

その他の各種イベントのコンテンツ制作は個別



来場者配付用チラシ
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